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ちょうどそのとき、人々が何人かやって来て、ピ
ラトがガリラヤ人たちの血を、 ガリラヤ人たちが
献げるいけにえに混ぜた、とイエスに報告した。

イエスは彼らに言われた。「そのガリラヤ人たち
は、そのような災難にあったのだから、ほかのす
べてのガリラヤ人よりも罪深い人たちだったと思
いますか。そんなことはありません。わたしはあ
なたがたに言います。あなたがたも悔い改めな
いなら、みな同じように滅びます。また、シロアム
の塔が倒れて死んだあの十八人は、エルサレム
に住んでいるだれよりも多く、罪の負債があった
と思いますか。そんなことはありません。わたし
はあなたがたに言います。あなたがたも悔い改
めないなら、みな同じように滅びます。」13:1-5

災難は罰（ばち）？

• 人災 人間がもたらすわざわい。戦争、テロ、
迫害、交通事故、犯罪

• 天災（自然災害） 自然が原因となるわざわ
い。地震、津波、台風、大雨、病気

• 当時の人々の理解（思い込み） わざわい＝
天罰

• イエス様の答え。「そんなことはない」 13:3､5

災難は罰（ばち）？

• 「先生。この人が盲目で生まれたのは、だれ
が罪を犯したからですか。この人ですか。両
親ですか。」 ﾖﾊﾈ9:2

• 「この人が罪を犯したのでもなく、両親でもあ
りません。」 ﾖﾊﾈ9:3

• ヨブの友人たちの思い込み。

• そのような災いに会っていないから自分は大
丈夫と言う間違った思い込み。

災難は罰（ばち）？

• 「思い込み」、「決めつけること」に注意！

• 「私たちは事物に基づいて行動したり、感じた
りするのではなく、私たちがそうであると思い
込んだ事物に対する考えに基づいて行動し
たり、感じたりする。」 柿谷正期

• 「人生のほとんどの不幸は、自分にかかわる
事柄について、誤った考え方をすることから
生じる。できごとを健全に判断することは、幸
福への大きな一歩となる。」 柿谷

災難は罰（ばち）？

• 「あなたがたは、自分たちの言い伝えを保つ
ために、見事に神の戒めをないがしろにして
います。」 ﾏﾙｺ7:9

• 「支配的な考え」

• 富んでいる人は神に祝福された人？

• 「富を持つ者が神の国に入るのはなんと難し
いことでしょう。金持ちが神の国に入るよりも
ラクダが針の穴を通るほうが難しいのです。」
ﾙｶ18:24-25
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災難は罰（ばち）？

みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くて
もしっかりやりなさい。忍耐の限りを尽くし、絶え
ず教えながら、責め、戒め、また勧めなさい。と
いうのは、人々が健全な教えに耐えられなくな
り、耳に心地よい話を聞こうと、自分の好みにし
たがって自分たちのために教師を寄せ集め、真
理から耳を背け、作り話にそれて行くような時
代になるからです。 2ﾃﾓﾃ4:2-4 

悔い改めの必要

• 「そんなことはありません。わたしはあなたが
たに言います。あなたがたも悔い改めないな
ら、みな同じように滅びます。」 ﾙｶ13:3､5

• 「あなたがたは（そのように）聞いています。し
かし、わたしはあなたがたに言います。」
ﾏﾀｲ 5:21､27､32､33､38､43

• 「悔い改めなさい。天の御国が近づいていた
から。」 ﾏﾀｲ4:17

• 悔い改めとは自分の考えを考え直すこと。

悔い改めの必要

私たちは神に属していますが、世全体は悪い
者の支配下にあることを、私たちは知っていま
す。また、神の御子が来て、真実な方を知る理
解力を私たちに与えてくださったことも、知って
います。私たちは真実な方のうちに、その御子
イエス・キリストのうちにいるのです。この方こそ
、まことの神、永遠のいのちです。子どもたち、
偶像から自分を守りなさい。1ﾖﾊﾈ5:19-21

悔い改めの必要

• 「私は、彼らが神に対して熱心であることを証し
しますが、その熱心は知識に基づくものではあり
ません。」 ﾛｰﾏ10:2

• 「わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を招
いて、悔い改めさせるために来たのです。」

ﾙｶ 5:32 

• 「まことに、あなたがたに告げます。あなたがたも
悔い改めて子どもたちのようにならない限り、決
して天の御国には、はいれません。」ﾏﾀｲ18:13

悔い改めの必要

• 「この人が罪を犯したからでも両親でもない。
この人に神のわざが現れるためです。」

ﾖﾊﾈ9:3

• 「あなたがたも悔い改めないなら、みな同じよ
うに滅びます。」 ﾙｶ13:3､5

• 災害や災難に出会った時大事なことは、それ
がどこから来たかよりも、それが私たちをどこ
へ連れて行こうとしているのかということ。
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